



































































































で母語話者 6 名を回答者に談話完成テスト（Discourse Completion Test、以下、DCT）
を実施し、本研究テーマにおけるデータ収集方法としてその有用性を認めた。本報
告で紹介する DCT はこの拡大・発展版である。 
 
2. 本テスト結果を基に明らかにしたいこと 






































考える（Kasper and Rose 2002)。 
 
3.2 なぜ DCTか 























































場面 2. 彼女（まき）と彼氏（たけし）が空港ロビーで自分たちのフライトを待っている。 
彼女: あ、そろそろ時間だ｛ネ、ヨ、ヨネ｝。 
 















2013, Iwata and Kobayashi 2013）。特に発話連鎖を扱う本研究では、発話末詞の音調
と次に誰が話すのか（本人か聞き手か）という点の関連性が考えられる。そのため、
指定発話末に現れるネ、ヨ、ヨネがどんな音調で話されるか想像し、記入するよう























→ 場面 3＋ヨ：「あっ、来週の飲み会、来てヨ。」 
→ 場面 4＋ヨネ：「忘れないでヨネ。」 
→ 場面 2＋ネ：「あっ、そろそろ時間だネ。」 
→ 場面 1＋ヨネ：「今日、めっちゃ暑いヨネ。」 
→ 場面 4＋ヨ：「忘れないでヨ。」 
→ 場面 3＋ヨネ：「あっ、来週の飲み会、来てヨネ。」 
→ 場面 2＋ヨ：「あっ、そろそろ時間だヨ。」 
→ 場面 4＋ネ：「忘れないでネ。」 
→ 場面 2＋ヨネ：「あっ、そろそろ時間だヨネ。」 
→ 場面 3＋ネ：「あっ、来週の飲み会、来てネ。」 






































NNS1 中級前 英語 F 21 アメリカ 0.2   
NNS2 中級前 英語 M 20 アメリカ 0.2   
NNS3 中級前 英語 M 20 アメリカ 0.4   
NNS4 中級前 英語 M 40 アメリカ 1   
NNS5 中級前 中国語 F 20 中国 0.4   
NNS6 中級前 中国語 F 22 マレーシア 0.3   
NNS7 中級前 ノルウェー語 F 22 ノルウェー 0.8   
NNS8 中級前 ベトナム語 F 20 アメリカ 0.35   
NNS9 中級前 ポーランド語 F 25 ポーランド 0.2   
NNS10 中級前 ロシア語 F 20 ロシア 0.6   
NNS11 中級前 ロシア語 F 21 ロシア 0.6   
NNS12 中級前 英語 F 20 アメリカ 0.3   
NNS13 中級前 英語 F 20 アメリカ 0.3   
NNS14 中級前 英語 F 20 アメリカ 0.35   
NNS15 中級前 英語 F 20 アメリカ 0.35   
NNS16 中級前 英語 F 20 アメリカ 0.35   
NNS17 中級前 英語 F 21 アメリカ 0.35   
NNS18 中級前 英語 F 25 アメリカ 0.3   
NNS19 中級前 英語 M 20 アメリカ 0.35   
NNS20 中級前 英語 M 21 アメリカ 0.3   
NNS21 中級前 英語 M 22 アメリカ 0.4   
NNS22 中級前 英語 M 34 アメリカ 0.35   




在（1 か月～2.5 か月）。小学校 1、2
年の夏は日本の小学校に通った。 
NNS24 中級後 中国語 F 22 シンガポール 0.3   
NNS25 中級後 トルコ語 F 22 トルコ 0.2   
NNS26 中級後 ヘブライ語 M 25 イスラエル 0.4   
NNS27 中級後 英語 F 20 アメリカ 0.3   
NNS28 中級後 英語 F 21 カナダ 0.85   
NNS29 中級後 英語 M 19 カナダ 0.2   
NNS30 中級後 韓国語 F 20 韓国 0.3   
NNS31 上級前 英語 F 20 オーストラリア 0.2   
NNS32 上級前 中国語 F 20 中国 0.25   
NNS33 上級前 中国語 F 23 中国 0.3   
NNS34 上級前 フィンランド語 F 22 フィンランド 1.3   
NNS35 上級前 英語 F 20 アメリカ 0.2   
NNS36 上級前 英語 F 20 アメリカ 0.3   
NNS37 上級前 韓国語 F 21 韓国 0.1   
NNS38 上級後 中国語 F 20 中国 0.3   
NNS39 上級後 英語 F 27 アメリカ 0.7   
NNS40 学部生 韓国語 F 21 韓国 7 日本の中・高卒業 
NNS41 学部生 韓国語 M 18 韓国 3.6 日本の高校卒業 
NNS42 学部生 韓国語 M 19 韓国 4 日本の高校卒業 
NNS43 学部生 韓国語 M 27 韓国 3   
NNS44 院生 中国語 F 23 中国 2   
NNS45 院生 中国語 F 23 中国 3   
NNS46 院生 中国語 F 23 中国 3   
NNS47 院生 中国語 F 24 中国 1   
NNS48 院生 中国語 F 24 中国 1.9   
NNS49 院生 中国語 F 36 中国 2   















































もらった（表 3 参照）(11)。 
 
表 3. テスト前に記入してもらった個人情報の項目 
NS 




別 ③年齢 ④国籍 ⑤母語 ⑥Ｅメール ⑦今までの日本滞
在期間 
NNS（学部・大学院留学生用） 
①氏名 ②性別 ③年齢 ④国籍（母語） ⑥日本語学習歴（JLPT





























60 分ほどかかった回答者もいた。NS のほうが NNS よりも早く終わる傾向はあった




















 また、他の NS1 人（大学教員）にも、テスト結果（実際のテスト用紙）を見ても
らった。そして、提示場面と全く関連が見いだせない発話のやり取りだと判断した
回答が、筆者の判断と一致した場合はその回答部分を黒色で塗りつぶしている





図 3. テストシートの冒頭（短期交換留学生用英語版） 
- 107 -
  







 テスト結果は希望者に配布できるよう、ひとつの Excel ファイルに、13 のシート







に NS が作った発話連鎖 
シート４ 
テスト結果 2：叙述・断定文「あ、そろそろ時間だ」＋ネ、ヨ、ヨネの後
に NS が作った発話連鎖 
シート５ 
テスト結果 3：依頼文「あっ、来週の飲み会、来て」＋ネ、ヨ、ヨネの 
後に NS が作った発話連鎖 
シート６ 




に NNS が作った発話連鎖 
シート８ 
テスト結果 6：叙述・断定文「あ、そろそろ時間だ」＋ネ、ヨ、ヨネの後
に NNS が作った発話連鎖 
シート９ 
テスト結果 7：依頼文「あっ、来週の飲み会、来て」＋ネ、ヨ、ヨネの 
後に NNS が作った発話連鎖 
シート 10 
テスト結果 8：依頼文「忘れないで」＋ネ、ヨ、ヨネの後に NNS が 
作った発話連鎖 
シート 11 資料 1．NS に実施したテストシート 
シート 12 資料 2．NNS（短期交換留学生）に実施したテストシート 




















図 5．NSのテスト結果の提示の仕方（ファイル左上部分のスクリーンショット）  
 
 






面でのヨ発話、ヨネ発話が用いられた場合の回答がまとめてある（図 7 参照）。 
 
 










































同じ条件で改行しているものは、38 箇所（NS: 23 箇所 NNS: 15 箇所）あった。 
 
③ １つの発話の途中→改行→発話の残り 
 図 11 の 2～3 行では、彼女の発話「え、でも 30 分前からおこしくださいって[改
行] 言ってなかった？」が 2 行にまたがって書かれている。 
 
 
図 11．同一話者のターン内で改行が行われている例 3 
 
図 10．同一話者のターン内で改行が行われている例 2 
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図 12．改行の仕方（例 5） 
 
































目で終わっているものは、NNS データに 1 例見られた（図 13 参照）。 
 
 
2 行目で終わっているものは、13 例（NS データに 5 例、NNS データに 8 例）見ら
れた（次頁の図 14 参照）。さらに、3 行目で終わっているものが、23 例（NS デー
 
図 13．回答が 1行目で終わっている例 
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図 14．回答が 2行目で終わっている例 
 







































(4)  日本国内で長年英語教育に従事し日本語 NNS でもある Kate Elwood 氏 は Daily Yomiuri 
Online [2013/1/20 付記事]でヨが発話連鎖効力を持つという Saigo (2011)の主張に賛同
を、またドイツで日本語教育に従事し日本語実用文法に関する著書もある Martina Ebi 









(8)  本報告では、国名は全て通称を用いることとする（例．アメリカ合衆国→アメリカ）。 











(14)  それぞれの場面（＋指示発話）で書かれた回答を本報告では「1 例」「2 例」…と「例」
を用いて数えることとする。 
(15) （NS51 人＋NNS50 人）×4 場面×発話末詞 3 種類－無効回答 4 例 
(16)  4 行まで書いたものが 1169 例、3 行までが 25 例、2 行までが 13 例、1 行までが 1 例あ
った。改行の回数は 4 行が 3 回、3 行が 2 回、2 行が 1 回、１行が 0 回となるので、有
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